
◎森林組合法の一部を改正する法律 
（平成一七年六月一七日法律第六○号）   

一、提案理由（平成一七年三月三一日・参議院農林水産委員会） 

○国務大臣（島村宜伸君） 森林組合法の一部を改正する法律案につきまして、その提

案の理由及び主要な内容を御説明申し上げます。 

 森林所有者の協同組織である森林組合は、我が国の森林整備の中核的な担い手として、

森林所有者の経済的、社会的地位の向上を図るとともに、森林の保続培養及び森林生産

力の増進に寄与してきたところであります。 

 一方、近年の森林・林業を取り巻く情勢は、木材需要の減退、材価の低迷等を反映し

て、林業生産活動が停滞し、管理が適切になされていない森林が増加するなど、極めて

厳しい状況にあります。 

 このような中、森林に対する国民の多様な要請に的確にこたえ、その有する多面的機

能を持続的に発揮させていくためには、森林の適正な整備及び保全を図ることが不可欠

であります。特に、本年二月に発効した気候変動枠組条約の京都議定書に定められた温

室効果ガス削減の国際約束を我が国が着実に履行するためには、地球温暖化防止森林吸

収源対策の柱を成す健全な森林の整備、国民参加の森林づくり等を推進していくことが

喫緊の課題となっております。 

 このような状況を踏まえ、我が国の森林整備の中核的な担い手である森林組合が将来

にわたりその機能を十全に発揮し得るよう、森林組合の機能の充実と組織基盤の強化を

図るため、この法律案を提出することとした次第であります。 

 次に、この法律案の主要な内容につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、森林組合の機能を強化するため、森林の有する教育機能の増進に関する事業

を森林組合等の事業として追加するとともに、森林施業と併せ行う木材販売事業等に係

る員外利用制限を見直すこととしております。 

 第二に、森林組合の組織基盤の強化を図るため、森林組合の事業を継続的に利用する

木材製造業者等に准組合員資格を付与するほか、総代会における合併等の議決手続の改

善を図ることとしております。 

 第三に、組合員に開かれた透明性の高い、適切な森林組合の事業運営を確保するため、

事業別損益を明らかにした書面等の作成及び総会への提出を理事に義務付ける等の措置

を講ずることとしております。 

 以上がこの法律案の提案の理由及び主要な内容であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、参議院農林水産委員長報告（平成一七年四月六日） 

○中川義雄君 ただいま議題となりました法律案につきまして、委員会における審査の

経過と結果を御報告いたします。 

 本法律案は、森林の有する多面的機能の持続的な発揮と森林吸収源対策を推進する観



点から、我が国の森林整備の中核的担い手である森林組合の機能の充実と組織基盤の強

化を図るため、森林組合の事業範囲の拡大、員外利用制限の緩和、准組合員資格者の拡

大等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、林業と山村の活性化に果たす森林組合の役割、森林組合の自

主的な改革への支援、国産材の需要拡大と価格安定対策、森林整備に必要な財源の確保

等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、衆議院農林水産委員長報告（平成一七年六月一○日） 

○山岡賢次君 ただいま議題となりました三法律案につきまして、農林水産委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、参議院送付の二法律案について申し上げます。 

 森林組合法の一部を改正する法律案は、森林組合の機能の充実と組織基盤の強化を図

るため、事業範囲の拡大、員外利用制限の緩和、准組合員資格の拡充、合併手続の簡素

化等を行おうとするものであります。 

……………（略）…………… 

 両案は、六月七日本委員会に付託され、翌八日島村農林水産大臣から提案理由の説明

を聴取し、昨九日質疑を行いました。質疑終局後、直ちに採決いたしましたところ、両

案はいずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 


